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要旨
1 9 9 2 (平成 4) 年の学校週 5日制実施以降、学校行事の精選が行われてきた。その
結果、ほとんどの学校から消滅してしまった行事もある。
教員にとって負担が大きく、面倒な行事のひとつが修学旅行である。生徒、保護者への
アンケート、旅行業者との交渉、保護者対象の説明会、しおりの作成、教育委員会への報
告、事前および事後学習、下見、講演（証言）者との打ちあわせなど、その仕事は煩雑を
きわめる。おそらく、最も神経をすり減らすのが旅行中の生活指導であり、それは超過密
労働といってよい。
さかのぼれば、修学旅行の起源は明治期にある。軍事的要請から始まった修学旅行は、
行軍旅行という名称だったが、当初から学術的要素が盛り込まれており、現在に近い形で
実施されていた。つまり、明治期にはすでに原型がつくられ、現在にいたっているといえ
る。
本稿は、修学旅行が今後も存在し続けるために、そしてより教育的価値を高めるために
はどうしたらよいのか、明治期と現代を比較しながら、今後のあり方について考察を試み
る。
明治期の修学旅行については、農科大学獣医科と長野県尋常師範学校のふたつを取り上
げ、現代については、旅行中の活動や見学先などの最新データ、『観光白書』、『運輸白書』
などを活用しながら、両者の共通点、相違点、最近の変化について分析を加える。
両者の最大の違いは行軍や演習など、軍事的要素のありなしであり、共通点としては見
学や調査、講話などの学術的あるいは教育的要素と観光にある。
学校行事の見直し、教員の超過密労働、いじめ、不登校など、多くの課題をかかえる学
校の現状をふまえながら、修学旅行についての考察を行い、今後のあり方について展望す
る。
キーワード：行軍旅行、学校行事の精選、修学旅行の教育的価値
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はじめに
修学旅行は、 「特別活動(I)」の「学校行事、旅行、集団宿泊的行事」に位置づけられ、
多くの学校で取り組まれている。
満韓地方や台湾など、外地への修学旅行の増加、恐慌時の不参加者増、アジア太平洋戦
争中の禁止措置、自主見学の導入、海外修学旅行の解禁など、修学旅行は常に時代の影響
を受けてきた。これは現代においてもかわらない。筆者は高等学校の教員として、これま
でに 8回の引率を経験してきたが、修学旅行がこの数 10年の間に、大きく変化してきた
ことを実感している。
本稿の目的は、明治期と現代の修学旅行を比較し、古い旅行記や最新のデータを活用し
ながら、何が相違し、何が共通するのかを検証することで、今後どうすればより充実した
修学旅行が可能なのかを考察することにある。
先行研究については、佐藤秀夫『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す(2)』が、
豊富な史料からその歴史をたどりつつ、現在行われている修学旅行について考察している。
先行研究が決して多いとはいえないなかで、貴重な成果であるといってよい。
第 1章 明治期の修学旅行
1 修学旅行の先駆け
初詣や登山、卒業記念旅行など、明治のはじめには、その後の修学旅行につながるよう
な取り組みがすでに行われていた。日本初の修学旅行といえるのは、 18 8 6 (明治 19) 
年、高等師範学校(3)が、千葉県銚子を目的地に設定した行軍旅行である。前年 5月、文部
省より「試に兵式体操(4)を実施すべき旨の示達(5)」があり、発火演習、散兵演習 (6)に加え、
気象調査、学校参親などの学術演習を行いながら、習志野演習場(7)に 2泊するなど、 1 2 
日間の日程で、 99名参加というものだった。
1 8 8 8 (明治 21) 年からは、文部省訓令尋常師範学校設備準則(8)によって、 「修學
旅行ハ定期ノ休業中二於テーケ年六十日以内トシ可成生徒常食費以外ノ費用ヲ要セサル方
法二依リテ施行スヘシ(9)」とされ、恒例行事として位置づけられた。以後、尋常師範学校
にとどまらず、尋常中学校、高等小学校などに拡大していった。
修学旅行は、鉄道の整備とともに広域化し、同時に師範学校による小学校参観、実業学
校の関連産業施設訪問などが行われるようになり、学校行事として普及、定着していった。
2 学生割引制度のはじまり
1 8 9 9 (明治 32) 年には、修学旅行生に対する官設鉄道運賃の割引制度がはじまっ
ている。以下の史料は、同年 6月 14日、逓信次官から出された割引通知の後段である。
五十人以上百五十人未満 弐割五分引
百五十人以上三百人未満 三割五分引
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三百人以上 五割引
年齢十二歳未満ノ小児ハ左ノ通リ
五十人以上弐百人未満 弐割五分引
弐百人以上四百人未満
四百人以上
三割五分引
五割引 (I0) 
さらに、 19 1 3 (大正 2) 年の鉄道院通知(11)によって、人数による規程だけでなく、
距離もその条件に加えられ、現在の学割制度に近い形になった。いずれにしても、学割制
度は、修学旅行の便宜をはかる目的ではじまったのであり、このことがもつ影響は小さく
なかったと考えられる。
3 農科大学獣医学科の修学旅行
表 1 1907 (明治 40) 年度農科大学獣医科修学旅行日程
日 時 日 程 備 考
5月 1日 上野駅出発
5月 2日 盛岡駅着
盛岡高等股林学校（現在の岩手 外科手術室におけるデンマーク式ホップル
大学農学部）見学 及ヴァンソー氏倒馬器械に感心する。
5月 3日 小岩井農場見学 農産物、標本等一覧。馬厩、製乳所、育牛部
見学。場内に私立尋常小学校あり。
5月 4日 岩手県種畜場(I2)見学 厩舎見学。一條牧夫氏 (13)講話。
岩手種馬所(14)見学 放牧地、運動場等施設見学。
5月 5日 盛岡駅出発 旅館大重に荷を解いたものの、島本技手の好
古間木駅（現在の三沢駅）着 意で、急速官舎に 7名全員が宿泊。
奥羽種馬牧場官舎宿泊
5月 6日 奥羽種馬牧場(15)見学 種付場等見学。安井淳之助場長(16)講話。
※ 7日については記述がなく不明だが、引き
続き奥羽種馬牧場を見学したと思われる。
5月 8日 青森県立畜産学校（現在の青森 寄宿舎、解剖室、病畜舎、酪農室等見学。燻
県立三本木農業高等学校）見学 製ハムを食する。
5月 9日 軍馬補充部三本木支部(17)見学 厩舎、倉庫等見学。軍馬補充部記事、記録等
閲覧。午後切田分厩見学。
5月 10日 古間木駅出発、黒沢尻駅着
5月 11日 軍馬補充部六原支部(18)見学 耕作地、厩舎等見学。松本騎兵大尉講話。
※詳細は不明だが、 12日は日光、 13日は
松島を観光したと思われる。
5月 14日 帰京
出典：「修學旅行記」『中央獣醤會雑誌(19)』第二十輯之九琥 (19 0 7年、中央獣醤會）、
「修學旅行記」 『中央獣醤會雑誌』第二十輯之十二琥 (19 0 7年、中央獣醤會）、
「修學旅行記」 『中央獣醤會雑誌』第二十一輯之一琥 (19 0 8年、中央獣醤會）
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より作成。
ここでは具体的な例として、ふたつの学校を取り上げることにする。はじめに農科大学
獣医科(20)である。
農科大学獣医科の 19 0 7 (明治 40) 年に行われた修学旅行は、引率者 1名、学生 7
名、計 8名の参加で実施された。農科大学獣医科の修学旅行がいつ頃から始まり、いつ頃
まで実施されたのか、くわしいことはわからないが、前年においても実施され、奥羽種馬
牧場を見学していたことが、 『中央獣醤會雑誌(21)』で確認できる。
何よりもまず、高等教育機関が実施した修学旅行であることが興味深い。現在では、高
等教育機関が遠方まで出かけたうえで、何らかの実習や調査を行うことはあっても、修学
旅行として行われることはないと思われる。
内容については、全体にやや駆け足でありながら、そのほとんどが学術調査であること
が特徴である。訪れたのは、名馬の産地とされる青森県と岩手県の南部地方(22)の施設や学
校である。南部地方は、種馬牧場、軍馬補充部支部、農学校、民間の牧場などがそろって
おり、産馬業に就こうとする者、あるいは獣医をめざす者にとって最高の環境が整ってい
た。とくに奥羽種馬牧場は、青森県立畜産学校(23)をはじめとする中等教育機関も、修学旅
行あるいは遠足で訪問していた。
8名の旅行団は、奥羽種馬牧場のある七戸村（現在の七戸町）から軍馬補充部三本木支
部のある三本木村（現在の十和田市）まで、 20キロメートル近い距離を徒歩で移動して
いる。旅行中は、一部の行程で馬車を使っているに過ぎない。列車にしても、当時の東北
本線、上野一青森間は 20時間 30分を要する (24)。これだけでも厳しい日程であるといえ
る。文部省が「山川郊野ヲ跛渉シテ其身体及精神ヲ鍛錬スルト共二知見ヲ広メシメンコト
ヲ務ムヘシ(25)」としているように、心身の鍛練は、最大の目的として位置づけられていた。
4 長野県尋常師範学校の修学旅行
もうひとつは、農科大学獣医学科のケースから若干さかのぽるが、 18 9 0 (明治 23) 
年に実施された長野県尋常師範学校の第四修学旅行である。第四の意味は 18 8 7 (明治
2 0) 年の第 1回から数えて 4回目という意味だと思われる。参加者は引率 11名、生徒
8 4名 (1年 25名、 2年 28名、 3年 15名、 4年 16名）である。
何より、 20日間という長丁場であることが目を引く。それもあってか、農科大学獣医
科と比較すると、東京およびその近隣を中心とする日程であり、交通機関の利便性もある
ことから、列車の移動が多い。ただし、碓氷峠や富士山の登山などがあり、きついことは
かわらない。そのため 7月 28日の 1年生の帰郷は、体力面を考慮して、当初の計画通り
だった。団長をつとめる教頭をはじめ、引率団の年齢などは不明だが、負担は小さくなか
ったと考えられる。
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表 2 1890 (明治 23) 年度長野県尋常師範学校修学旅行日程
日 時 日 程 備 考
7月 22日 長野駅出発、東京駅着、東京泊
7月 23日 遊就館(26)見学、 3、4年砲兵工 遊就館では、古今の武器や諸将校の画像、
廠 (27)見学、神田神社参拝、東京 台湾、箱館戦争の油絵、名古屋城天守閣
泊 (27日まで東京泊） の模型などを見学。
7月 24日 第三回内国博覧会(28)見学 出品された農産物、工芸品などを見学。
7月 25日 宮城拝観、 1年砲兵工廠見学 2、 千葉県尋常師範学校および愛媛県尋常師
4年国会見学、小石川植物園見学 範学校生徒とともに宮城拝観。
7月 26日 帝国大学、第一高等中学校(29)見 授業参観、施設見学。
学、午後随意散歩
7月 27日 随意散歩
7月 28日 東京発、横浜、横須賀着 1年と体調不良者計 44名が東京から帰
横浜税関、神奈川県庁、裁判所、 郷。
横須賀造船所見学、横須賀泊 夕食後横須賀市街散策。
7月 29日 軍艦龍駿見学、鎌倉宮参拝 龍譲は熊本藩から明治政府に献上され、
鶴岡八幡宮参拝、鎌倉泊 海軍の旗艦となった。
7月 30日 建長寺など見学、藤沢泊
7月 31日 藤沢発、箱根着 板橋尋常小学校で、 1年作文、 2年算術、
板橋尋常小学校見学、小田原小学 別科読方等の授業を参観。
校見学、小田原城跡、湯本泊
8月 1日 箱根発、須走泊 箱根で 2名、須走で 2名帰郷
8月 2日 須走発、浅間神社参拝 浅間神社で略図購入。 8合目生徒 5名、
富士山登山、山小屋泊 6合目職員 2生徒 8名、 5合目職員 2生
徒 9名、 4合目職員 2生徒 16名泊。
8月 3日 富士山 8合目山小屋泊 8合目宿泊生徒は待機した可能性あり。
8月 4日 富士山登頂、久須志神社、吉田泊
8月 5日 吉田発、夜甲府市街散歩、甲府泊
8月 6日 午後甲府発、 4年尋常小学校琢美 尋常小学校琢美学校で、 2、 3年算術等
学校参親、舞鶴城、尋常師範学校 の授業を参蜆。舞鶴城は甲府城のこと。
見学、韮崎泊
8月 7日 韮崎発、 1、 2年新府城跡見学、 河原部高等小学校で、 1年算術、 2、3
3、 4年河原部高等小学校見学、 年読書、 4年体操の授業を参親。
葛木泊
8月 8日 葛木発、 22名茅野高等小学校分 朝の段階で諏訪、伊那以外の生徒につい
教場見学、諏訪神社参拝、上諏訪 て帰郷を許可。
泊
8月 9日 上諏訪発、松本中学校見学、浅間
目泊
8月 10日 松本発、長野着
出典：浅井冽『長野縣尋常師範學校生徒第四修學旅行概況(30)』 (1 8 9 0年、長野印刷
會社）より作成。
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現在では考えにくい点も少なくない。たとえば、保護者に迎えに来てもらった可能性もあ
るが、東京から帰郷した 44名のケースをのぞいて、他の帰郷者に引率はつかなかったの
ではないだろうか。
8月 8日には、最終盤の日程を残して近隣の生徒に帰宅を許可しており、現在では必ず
行われる解団式が行われていない。これだけの日程のなかに、登山をいれるのも現在では
考えにくいが、当時の修学旅行としては初等教育もふくめ、定番といってよい。発火演習
などは実施されなかったようだが、途中で行軍が行われた可能性は高いと思われる。遊就
館、砲兵工廠などの見学が組まれており、 2日目の神田神社から終盤の諏訪神社まで、参
拝が多いのも特徴である。
高等小学校や中学校の授業参観、施設見学は、師範学校が教員養成機関であることから
当然ではあるが、 8月の訪問だったため授業参観ができないケースもあり、施設見学のみ
で終わることもあった。実現したケースは、受け入れ校が臨時に行った授業を参観したの
であり、『長野縣尋常師範學校生徒第四修學旅行概況』には、授業内容と授業に対しての寸
評が記されている。
また、費用は自弁とあり、当時はまだ、学生割引の制度もなかったことから、かなりの
出費だったことが考えられる。
第 2章 データにみる最近の修学旅行
1 重点を置いた活動
次に、最近の修学旅行について検証する。日本修学旅行協会(31)が、昨年の中学、高校に
おける修学旅行についてまとめた「教育旅行年報 データブック 2 0 1 8 (32)」から、そ
の特徴や傾向をまとめてみたい。
まず、表 3 「重点を置いた活動」は、 1位が「遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学」、
2位が「平和学習J、3位が「伝統的町並みや建造物群保存地区の見学」で、上位にはここ
数年大きな変動はない。
ただし、これらはあくまでも「重点を置いた活動」であり、実際の修学旅行では、様々
な組み合わせで実施された可能性が高い。たとえば、 1位の「遺跡、史跡、文化財、寺社
・などの見学」に加えて、 5位の「ミュージカル、演劇などの鑑賞」、 19位の「料理、加工
食品体験」、 23位の「販売、商業体験」、 26位の「ボランティア体験」など、複数の活
動を 1回の修学旅行で実施した可能性が考えられる。
教育者にとっては、生徒に学んでほしい、成長してほしいという本質的欲求があり、親
光にとどまらないスタデイツアーの定番が、数多くランキングされているといってよい。
2 見学先と旅行先都道府県
さらに、表 4 「見学先上位」については、 1位が「奈良公園」、 2位が「清水寺」、 3
位が「金閣寺」と、上位を「京都」、 「奈良」が独占している。当然ながら、表 5 「都道
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府県別旅行先上位」で、 「京都」、「奈良」が 1位、 2位である。他にも 5位に「法隆寺」、
8位に「二条城」、 12位「薬師寺」、 13位「銀閣寺」など、ランキング入りした数が
突出して多い。
表 3 重点を置いた活動
順 位
今 回 前 回 前々回 活 動 内 合六
1 1 1 遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学
2 3 2 平和学習
3 2 3 伝統的町並みや建造物群保存地区の見学
4 4 4 伝統工芸などのものづくり体験
5 8 7 ミュージカル、演劇などの鑑買
6 6 5 職場訪問、職場体験
7 5 8 博物館などの見学
8 7 6 宗教体険（坐禅、法話、写経など）， ， 1 0 産業や産業遺産の見学
1 0 1 1 1 1 伝統文化、祭り体験など（華道、舞妓、着付け、三味線、ペー
ロン (33)、エイサーなどをふくむ）
1 1 1 0 ， 自然や野外活動体験（無人島体験、洞窟体験などをふくむ）
1 2 1 2 1 3 歌舞伎、文楽、能楽などの鑑賞
1 3 1 3 1 5 いなか荘らし体験
1 4 1 9 2 0 国際交流（外国人、留学生との交流）
1 5 1 4 1 2 防災学習、震災学習
1 6 1 5 1 4 その他のスポーツ（ラフティング(34)、カヌー、フィッシング、
熱気球、 トレッキング、乗馬など）
1 7 1 6 1 7 マリンスポーツ（ダイビング、シュノーケリングをふくむ）
1 8 1 7 1 5 学校見学（大学、専門学校など）
1 9 2 0 1 9 料理、食品加工体駿
2 0 2 0 2 2 農業
2 1 1 7 1 8 環境学習体験
2 2 2 3 2 3 美術館などの見学
2 3 2 5 2 4 販売、商業体験
2 4 2 4 2 5 漁業（釣り、地引網をふくむ）
2 5 2 0 2 1 スキー、スノーボード、スケートなど
2 6 2 6 2 7 ボランティア体険
2 7 2 7 コンサート、音楽の鑑賞
2 8 3 0 2 6 林業
2 9 2 8 酪農
2 8 2 8 介護福祉体験
出典：『教育旅行年報 データプック 20 1 8』 (2 0 1 8年、日本修学旅行協会）
p8より作成。
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表 4 見学先上位
順 位
今回 前回 前々回 見
呂子 先
1 1 1 奈良公園（東大寺をふくむ）
2 2 2 清水寺
3 3 4 金閣寺
4 5 3 東京ディズニーリゾート
5 4 5 法隆寺
6 6 6 国会議事堂
7 1 2 7 東京スカイツリー
8 7 1 0 二条城， ， 1 2 北野天満宮
1 0 1 3 8 浅草（浅草寺をふくむ）
1 1 1 0 1 3 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
1 2 1 4 1 4 薬師寺
1 3 8 ， 銀閣寺
1 3 1 5 1 4 伏見稲荷
1 5 1 1 1 1 三十三間堂
1 6 1 6 1 6 平等院
1 7 沖縄平和祈念公園（祈念堂、平和の礎など）
1 8 広島平和記念公園（原爆資料館などをふくむ）
1 9 1 8 1 7 興福寺
1 9 1 9 1 9 刷団四季
1 9 1 9 嵐山
出典：前掲『教育旅行年報 データブック 20 1 8』p9より作成。
表 5 都道府県別旅行先上位
順 位 順 位
今回 前回 前々回 行 先 今回 前回 前々回 行 先
1 1 1 牙．し 都 ， ， 8 長 崎
2 2 2 奈 良 1 0 8 ， 福 岡
3 3 3 東 月＇し 1 1 1 1 1 0 兵 庫
4 4 4 千 葉 1 2 1 2 1 3 北海道
5 5 5 大 阪 1 3 1 6 1 2 熊 本
6 6 6 沖 縄 1 4 1 7 2 0 滋 賀
7 7 7 神奈川 1 5 1 4 1 8 岩 手
8 1 0 1 1 広 島 1 6 2 3 1 7 鹿児島
出典：前掲『教育旅行年報 データブック 20 1 8』p9より作成。
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旅行資源の豊富さだけでなく、 「大阪」、 「兵庫」との距離的な近さもメリットとして
大きい。 「ピースおおさか（大阪国際平和センター）」や「立命館大学国際平和ミュージ
アム」と組みあわせれば「平和学習」が可能であり、最近では「和菓子づくり体験」や「舞
子変身体験」など選択肢も増え、また、 「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」も人気が
ある。
「都道府県別旅行先上位」の 3位「東京」は、 「見学先上位」として、 「東京ディズニ
ーリゾート」が 4位、 「東京スカイツリー」が 7位、 「浅草（浅草寺をふくむ）」が 10 
位にはいっている。
「東京」は、史跡や博物館が豊富であり、東京空襲などの「平和学習」なども可能であ
る。横浜であれば「カップヌードルミュージアム（安藤百福発明記念館） (35)」、中華街で
の「餃子づくり体験」、 「中国語講座」、千葉には「東京ディズニーリゾート」がある。
この背景には、各県、各市などの自治体、商店街、企業などの熱心な誘致があると考えら
れる。
多様化、広域化といった変化のなかで、最近では、関東と関西、沖縄と関東を組み合わ
せるなどの取り組みも行われている。
第 3章 修学旅行の変化と今後
1 海外修学旅行の解禁
1 9 8 1 (昭和 56) 年から、東京の私立本郷高校が韓国修学旅行を継続実施するよう
になり、海外修学旅行の先駆けとなった。海外修学旅行が公立の学校に広がるのは、 19 
8 4 (昭和 59) 年以降であり、同年、福岡県立小倉商業高校が韓国修学旅行を実施する
と、全国に、韓国あるいは中国修学旅行が広がっていった。
この背景には、円高などによって海外旅行が割安になってきたことや、少子化時代の生
き残りをかけた私立の中学、高校などが、魅力ある修学旅行を企画することで、他校との
差別化をはかろうとしたことがある。それは 20 1 6年度の統計で、公立高校による海外
修学旅行の実施率が 16、 0%であるのに対して、私立高校が 36. 6 %であることにも
あらわれている (36)。
また、運輸省（現在の国土交通省）が、 19 8 7 (昭和 62) 年、概ね 5年間で日本人
海外旅行者数を 1、 00 0万人にする海外旅行倍増計画 (37)を発表したこともあると考え
られる。
2 多様化と負担増
最近の修学旅行は、京都でいえば新京極のような、以前は定番だったコースがその地位
を失うケースもでてきている。一方で「国際交流（外国人、留学生との交流）」、 「防災
学習、震災学習」、 「その他のスポーツ（ラフティング・カヌー、フィッシング、熱気球、
トレッキング、乗馬など）」がランキングにはいってきており、 トレンドが変化してきて
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いる。また、 「職場訪問、職場体険」、 「学校見学（大学、専門学校）」など、進路指導
やキャリア教育に重点を謹く学校も増えている。
元々、修学旅行には様々な制約が設けられていた。たとえば、海外修学旅行や飛行機の
利用がなかなか認められなかった背景には、経費をおさえるという目的があったと考えら
れる。しかし一方で、様々な制約が少しずつ取り払われつつある現在、経済的な理由によ
る不参加生徒が増加している。
また、消費税が 8%に増税されて以降、貸し切りバスの料金が高騰し、これが遠方の修
学旅行を難しくしている問題もある。 20 1 9年 10月、予定通り消費税が 10%に引き
上げられるとすれば、この傾向をさらに強めることになると考えられる。
さらに、教員の超過密労働が注目されているが、修学旅行の取り組みは、出発の 1年以
上前、学年会議と生徒、保護者へのアンケートからはじまる。その後も旅行業者との交渉、
保護者対象の説明会、しおりの作成、事前および事後学習、下見、講演（証言）者との打
ち合わせなどがある。さらに、旅行期間中の生活指導は、 1日24時間勤務になることも
ある。修学旅行の引率業務は、教員にとって最も負担が大きいといってよいだろう。修学
旅行をどう充実させていくのか、大きな課題であるといえる。
3 相違点と共通点
それでは、明治期と現代の修学旅行の相違点と共通点は何か考えてみたい。行軍や発火
演習、散兵演習などの軍事的要素は、明治期には当たり前であっても、現在では考えられ
ない。しかし、博物館の見学や講話、実地調査や体験学習などの学術的あるいは教育的要
素は、授業の延長であり、修学旅行が教育の場だという共通点がある。
とくに注目したいのは、農科大学獣医科の奥羽種馬牧場訪問や、長野県尋常師範学校の
学校参蜆である。これらは、今でいえば「職場訪問、職場体験」、あるいは「学校見学（大
学、専門学校）」にあたる。
とくに、 「職場訪問、職場体験」の効果は大きい。表 6に示したように、高校生の離職
率の高さは社会問題となっている。それは、企業側としては初期投資に失敗したくないこ
と、高校側としても短期間での離職はさけてほしいという思いと、できるだけミスマッチ
を避けたいというねらいがある。筆者の経験でも、参加した生徒にも好評であり、将来の
表 6 過去 3年間の高卒就職者離職率
i~ 王I 1年以：言
出典： 「新規学校卒業就職者の在職期間別離職状況」
2年以内の離職率
3 1. 4 % 
2 9. 7 % 
2 9. 0 % 
『厚生労働省ホーム
ページ』 〈https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000013 7940.html〉。
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進路選択に生かすケースが多い。
修学旅行とは別な形で実施している学校に対して、自治体が金銭的に補助するケースも
ある。オープン・キャンパスを何度も開催している学校も多い。これは少子化時代の生き
残り対策のひとつであり、ミスマッチを防ぎたい生徒、学校の思惑が一致している。
4 今後の修学旅行
最後に、今後の修学旅行について考察したい。観光庁の統計によれば、 20 1 7年に海
外旅行に出かけた日本人の数は、 1, 7 8 9万人である (38)。今では個人的な海外旅行は決
して珍しくない。国内旅行も同様である。修学旅行で初めて新幹線を利用するという生徒
の数は、大幅に減っていると思われるが、明治期から高度経済成長以前は、国内旅行も珍
しく、修学旅行は特別な体験だった。
1 9 9 2 (平成 4) 年度以降、学校週 5日制が段階的に実施されるようになった。 2年
後の 11月 24日、文部省初等中等教育局長・生涯学習局長名で、全国の教育長あて文書
「学校週五日制の実施について (39)」が出され、 「学校行事や各教科等外の活動の精選」に
努めることになった。完全実施は 20 0 2 (平成 14) 年度からである。予餞会のように
ほとんどの学校で消滅してしまった行事もある。
修学旅行の価値の低下と、学校行事の精選のなかで、修学旅行もその教育的価値を高め
る必要がある。そのためには、教員の数を増やして少人数学級を実現するなど、教育条件
を整備することが何より求められる。教員の数を増やすことは、学校がかかえる困難を解
決するために、最も必要なことではないだろうか。引率者の問題だけでなく、学年団や社
会科の教員、外部講師などを巻き込んだ事前学習に取り組むためには、スタッフの充実が
何よりも重要になる。
教育実践として大切なことは、特別なことに取り組むのではなく、これまでの優れた実
践の方向を確かなものにしていくことではないだろうか。生徒の希望を生かしたり、自主
見学、実地調査、体験学習など、主体的な学ぴについて、これまでの豊富な実践に学ぶこ
とが求められる。
思い切って期間を短縮し、内容も今行われているような盛りだくさんではなく、 「平和
学習」、 「体験学習」、 「国際交流」など、ある程度目的を焦点化したテーマ型旅行にす
ることも考えられる。たとえば旅行というよりはフィールド・ワークといったイメージで
ある。おそらく、 「職場訪問、職場体験」は高く評価できるし、さらに広まっていくので
はないだろうか。
「高校生が考える修学旅行の目的・意義(40)」を問われた高校生のほとんどが、 「高校生
活の思い出をつくる」と答えている。このことと矛盾しない修学旅行の取り組みは決して
不可能ではない。学校の力量が問われることでもあり、同時に学校づくりにつながるとい
ってよい。
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おわりに
修学旅行は、行軍旅行という名称で、上からの軍事的要請で始まった。これに学術的要
素が加わり、市街散策や随慈散歩という形の親光をふくむことで、内容をふくらませてき
た。現在では軍事的要素は排除され、集団教育の要素を維持しながら、より多様化、広域
化した修学旅行が行われている。
現在の学校は、不登校やいじめ、暴力行為、教員のバーンアウトなど、問題が山積して
いる。これらは修学旅行にも影を落としていると思われるが、管理、競争、効率という、
いわゆる 3Kが解消されない限りは解決の方向には向かわないのではないだろうか。そう
でなければ、生徒にとっても教員にとっても、修学旅行どころか学校生活そのものが灰色
になってしまう。修学旅行の教育的価値を高めることは、学校が魅力ある教育の場として、
再生するということではないだろうか。
註
(1)その教育的意義から特別活動は、小、中、高等学校、中等教育学校、特別支援学校にお
ける教育課程上に位置づけられ、児童会活動• 生徒会活動、学校行事、学級指導の 3つ
から構成される。
(2)佐藤秀夫『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 (20 0 2年、東京法令出版）。
(3)高等師範学校は官立の中等学校教員養成機関。 18 8 6 (明治 19)年の師範学校令に
よって成立した。その後、 19 0 2年広島高等師範学校、 08年奈良女子高等師範学校、
4 4年金沢高等師範学校、 45年岡崎高等師範学校、広島女子高等師範学校が設閻され
た。
(4)兵式体操は、森有礼が主導して学校教育に導入された軍隊式の体操。柔軟体操、各個教
練、執銃体操、操銃法、部隊教練などを内容とし、軍隊式の集団訓練を通して「順良」、
「信愛」、 「威重」の三気質を旋い、尊皇愛国の士気を練磨するとしたもの。
(5)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p434。
(6)発火演習、散兵演習は、当時の中等教育学校で行われた軍事演習のこと。
(7)習志野演習場は、現在の船橋市、八千代市、習志野市にまたがる陸軍の演習場のこと。
(8)『官報 第千五百四十四琥』 (1 8 8 8年 8月 21日）。
(9)「尋常師範学校設備準則」 「修学旅行」 JACAR(アジア歴史資料センター）
Ref.A 15111594400、公文類来• 第十二編・明治二十一年・第三十四巻・学政ー・学政総・
校舎一、 50画像目。
(10)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p443。
(11)同上、 p443。鉄道院は 19 0 8 (明治 41) 年、内閣に設置され、国有鉄道の運営と
私鉄の監督を行った。
(12)種畜場は種牡馬の育成と、民間牝馬との交配を行った。
(13)一條牧夫は、駒場農学校で畜産学を学ぴ、岩手県に帰郷した後は、洋種牡馬を導入す
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るなど、馬匹改良に努力した。当時は、岩手県種畜場の場長だった。岩手産馬改良の父
ともいわれる。
(14)種罵所は種牡馬を育成し、産馬組合への貸し出しなどを行った。
(15) 1 8 9 6 (明治 29) 年、青森県七戸村に設置された奥羽種馬牧場は、農商務大臣の
管理に属し、種牡馬の購買、蕃殖などの業務を行った。
(16)帝国大学農科大学獣医本科卒業。 19 0 6 (明治 39) 年 9月より奥羽種馬牧場長に
就任。 4年後には奥羽種罵所長を兼務した。
(17)軍馬補充部三本木支部は、 1 8 9 6 (明治 29) 年、青森県三本木村に設置された。
2歳馬を購買し、軍馬となる 5歳の秋まで訓練を重ね、乗馬、挽馬、駄馬の用途に応じ
て各部隊に補充を行った。
(18)軍馬補充部六原支部は、 1 8 9 8 (明治 31年）に岩手県相去村（現在の金ケ崎町）
に設阻された。
(19)『中央獣習會雑誌』は、中央獣医会の機関誌のこと。 18 8 5 (明治 18) 年、今泉
六郎などによって大日本獣医会が設立され、『大日本獣醤會誌』が創刊された。 2年後、
中央獣医会と改称した。
(20)農科大学獣医科は現在の東京大学農学部のこと。 18 7 4 (明治 7) 年の農事修学場
から始まり、 18 7 8 (明治 11) 年には駒場農学校、 18 8 6 (明治 19) 年東京農
林学校、 18 9 0 (明治 23) 年帝国大学農科大学、 18 9 7 (明治 30) 年東京帝
国大学農科大学となった。
(21)三浦消吉「奥羽種馬牧場二於ケル宜瞼談」 『中央獣図會雑誌』第十九輯巻之七 (20 
0 6年、中央猷醤會）。
(22)南部地方は、かつての南部氏の領地で、現在の八戸市、十和田市、三沢市、むつ市、
上北郡、下北郡、三戸郡など、青森県の太平洋側から盛岡市を中心とする岩手県、秋田
県の一部にまたがっている。
(23)現在の青森県立三本木農業高等学校のこと。 1 8 9 8 (明治 31) 年の設立時の名称
は青森県股学校だったが、 19 0 1 (明治 34) 年、畜産重視の考えから青森県畜産学
校、さらに同年中には、青森県立畜産学校に変更した。
(24)日本鉄道は 19 0 3 (明治 36) 年 7月 11日から、上野一青森間を 20時間 30分
に短縮して運行していた。
(25)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p440。
(26) 1 8 8 2 (明治 15) 年に靖国神社の施設として開館した軍事博物館。戦没者や軍事
関係の資料を収蔵、展示している。
(27)日本陸軍の兵器工廠、東京砲兵工廠のこと。 1 8 7 1 (明治 4) 年から 19 3 5 (昭
和 10) 年にかけて、小銃を主体とする兵器の製造を行った。
(28)明治期に開催された国内産業の発展を目的とする博覧会のこと。
(29) 1 8 8 6 (明治 19) 年、中学校令により設立された。 1 8 9 4 (明治 27) 年、高
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(38)国土交通省観光庁『平成 30年版 観光白書』 （日経印刷株式会社、 20 1 7年）
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